
おかやま避難者交流会 2026_0308 

アンケートまとめ 
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避難先で困っていること 

 

●これからどうしたらよいか分からない、来年から娘が大学生になれば動けるのかもしれない

が。福島に帰りたいけど、福島の空気も土も水も野菜も全部信じられない 

●農業をしているが気候が厳しくなり収穫量がここ 2 年激減してしまった。収込は 30 万を切る

くらいになってしまった。 

●帰還したくても引っ越しや仕事探しに不安 

●３１１災害についての周辺住民の理解のなさ 

●自分の根が定まらない不安感がいつもある 
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●福島（夫の実家）宮城（私の実家）への帰省、金銭的に難しい。生活面・経済面・心理面、自

分で抱え込んで一つ一つ乗り越えている負担感 

●お金・社会保障 

●未だに良くわからない、どうしていこうか 

 

交流会の内容は有意義であったか 

 

●福島の状態を知れて良かった 

●蝦名さんの演奏すばらしいです。それぞれやれることをやっていくことは大事、必要、自分の

為でもあるかも。日常の無（読めない字）さに負けないようにせねば 

●岡山県の取り組みや福島県の現在が良くわかった。みんな不安を抱えて生活していることがわ

かり、自分と同じなんだとわかって少し安心した。福島のもっと深く現在の状況を知りたい 

●福島の話、県の話が聞けた。久しぶりに友人と出会えた。違い方向でも意見が聞けた 

●内容が充実していた 

●学習ができ、地震の情報もありアロママッサージ、健康チェック、とてもよかったです 

●色々なお話を聞けて有意義でした 

交流会の内容は有意義であったか

大変有意義 やや有意義
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●久しぶりに知人に会え話すことが出来た 

●関心を持ち続けてくれる方がいることが分かってありがたいです 

●もっと参加者の方々と話す時間があったら良いと思いました 

●行政の方から最新の情報が聞けた。それに対する質問も具体的で大事なことを知ることが出来

た。 

●共有することができたのはよかった 

 

つながりや生きがいを持つために役立ったか 

 

●友達に会えて楽しかった 

●久しぶりに会えた嬉しい出会いだった。今日この会に参加できて久しぶりに話せてうれしい。

体調は万全ではないけど本当に来て良かった、元気がでた 

●何よりずっと会ってなかった知った顔を見れて近況を聞き、元気がでた 

●久しぶりに会うことが出来た人達がいたから 

●なつかしい大好きな方々にたくさんお会いできてうれしかった 

●つながり作りは大切だと実感しました 

つながりや生きがいを持つために役立ったか

大変役立った やや役立った
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●アロマケアをしてもらい自分の体をケアすることの大切さに気付いた 

●久しぶりに会えた方がいました。Tさんに会えただけでも参加して良かったです 

●心のケアの説明が良かったです 

●ふだん避難について話はしないので、やはり同じような仲間がいると直接感じられることは心

強い 

●ハンドケア（香り）のいやしがありがたかった 

●久しぶりに友人に会えた 

 

その他 

●宇摩ちゃんの三味線が聞けて嬉しかった 

●東電と国は私達にしっかり責任をとって欲しい。原子炉さえ爆発しなければ岡山県に避難する

こともなかった。たくさんの大切なものを失った。国は私たち福島県民を見捨てた。あの時もっ

と早く避難を呼びかけてくれば、福島の人々は助かったかもしれない 

●友人に受験で来れないという人がいた。大学生の子どもにも聞いて欲しい話や健康チェックし

て欲しいとは思うが、ちょっと大きな子には時間をもてあそびそう 

●話をきいていただき心のつかえが少し取れました 

●このまま継続して欲しい 

 

交流会に望むこと 

●演劇が見れるとか映画が見れるとか 

●年１の交流会には集まりますが、定期的なものについてはなかなか難しいですね 
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●ずっとほっと岡山を継続して欲しい。存在に支えられ生活している。15 年たっても悔しい思い

も悲しい思いも忘れられない。故郷に気軽に帰れない（お金・仕事・遠すぎる）でも友達と親戚

や家族に会いたい。福島の交流会は大切だと思う。国は私たちに責任を持って最後まで避難生活

を支援するべきだ。 

●一緒に行かないかと誘ったりもしたが、様子がわからなくて行きづらいよう。一人でも気軽に

行けることがわかるとよい。避難当初は子連れが多く、子連れでないと行きにくいという声があ

ったが、今は一人参加が多いこと等を伝えては？ 

●継続 

●昔のように地元（いわき）での交流会も復活できればと思います 

●続けてくれること 

●もっと原発事故・原発について深く話す時間を交流会の中に入れると良いと思いました。東京

電力の方々に来て欲しいです。 

●タイミングが合えば参加したいが、その時にならないとはっきり分からない。 

●このまま継続して欲しい 

●癒し、ハンドケアの継続 

 

開催希望時期 

●夏・冬・農閑期 

●１０～12 月 

●毎年やってほしいな 

●311 周辺 

●3 月 

●土日 
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開催希望内容 

●福島県の本当の真実、今の状況、原子炉の様子 

●支援情報 

●地震のこと、原発のこと、それに対応している政治のこと 

●災害対策情報 

●南海トラフ情報 

 

福島県など避難元自治体へ意見・要望 

●福島県の友達の家より茨城の家の方が被害が大きかったのに、福島県の避難者でないと裁判も

できないし、保護も手厚くないのは不満だ！ 

●福島帰還事業をなくさないで欲しい。私達は原発事故で仕方なく岡山に避難し生活していま

す。原発事故さえなければ、福島の地を離れることもなかった。最期までしっかりサポートして

欲しい。 

●原発の処理したものを拡散しないで欲しいです。今回中学で被災した青年が福島から来たが復

興に貢献したいという若者が各地に送り込まれて避難者に責められることもあり、その体制はひ

どいと思う。一人で受け止めるのはきついと思う。 

●支援の継続をお願いしたいです。帰還支援事業ももう少し柔軟に実施してほしいです。年に一

回でも福島に行けることが生きがいなので 

●地元での仕事があるのか不安。地元に帰って生活再建できるか不安。帰還したい人に向けての

支援、年も取って来るので期間はできるだけ早くしたい。 

●権限のある方にお話をお聞きしたいです。若い方が納得して?想いを持って来られている姿を見

るととても複雑な気持ちになります（会えてうれしくはありますが・・・） 

●学校教育の中に原発事故の内容を入れて欲しいです 
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●避難先から帰省する際の交通費補助を団体を通すのではなく個別に対応してほしい。大人も子

供も血液検査などで健康調査をしてほしい（長期的に） 

●復興住宅などハード面の支援はもちろんですが、人的な寄り添う支援を継続してあげて欲しい

です 

 

国へ意見・要望 

●福島県以外にもちゃんとお金を出すとかしてほしい 

●福島の原発事故の責任と謝罪をして欲しい、あのとき福島県民を見捨てた代償は大きい。福島

帰還事業を永年継続する事と、福島県民の健康調査をするべき。2011 年から 2026 年の 15 年の

間に 30 万の人口減少の原因と対策、病気の有無を明らかにすべきと思う。いつ福島の人と話を

しても、悲しい話しか出ない、亡くなった話、病気になってしまった話、原発事故との因果関係

を調べて欲しい。 

●原発の最終処分を拡散しないでください。原発は安全ではないですよ。 

●原発事故から年月が経っても生活再建や健康不安など多くの問題が解決されていません。原発

は国の政策として進められてきたもので、その被害については、国が責任を持ち続けるべきで

す。被災者への支援や賠償を打ち切ることなく長期的な生活支援と健康調査を継続することを希

望します。 

●こんな危険な日本で原発を動かさないでください。戦争を止めて！！大地震にそなえてほし

い。 

●原子力発電所が福島に作ったために避難を選びましたが、なければ地元で元気よく過ごしてい

たと思うと悲しくなります。原子力発電所は必要なのでしょうか。 

●原子力発電所の健全な運営 

●権限のある方にお話をお聞きしたいです。若い方が納得して?想いを持って来られている姿を見

るととても複雑な気持ちになります（会えてうれしくはありますが・・・） 

●もっと子どもたちに原発について知ってもらうために学校教育の中で原発について授業の中に

入れて欲しいです。お願いします。 
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●原発事故の責任を認めて欲しい 

●避難所の生活環境への配慮（床に過ごす、感染症、生活音、生理用品の配布は女性で行ってほ

しい（✕男性職員）） 

 

岡山県・避難自治体へ意見・要望 

●南海トラフ地震が起きた場合、人口が多いことと高台がない地形、避難する大きな施設がない

事があり、岡山は大騒ぎになると思います。道路事情もあります。渋滞になる。とんでもない未

来しか想像できない 

●災害は必ず起きるので原発にも気を付けるべき、最終処分で岡山県にはいらないようにお願い

します。 

●３．１１の記憶と関心が薄れていく中で風化させない為の取り組みをお願いしたい 

●応援をよろしくお願いいたします 

●15 年岡山での避難生活をしていて、岡山にもなじんできてはいますが、やはり地元に常に帰り

たいと思います 

●原子力発電所で事故があった場合の放射能漏れに対抗する対策 

●いつも資料などの送付をありがとうございます。私たちの経験が生かされる、二度とそんなこ

とが起こらないよう一人ひとりが日々の選択をし組織としても動いていくことを期待しています 

●話しやすい環境で 5 年後、10 年後の支援を考えて欲しい 

 

ほっと岡山へ意見・要望 

●いつもありがとうございます 

●おつかれさまでした。年に一回のこの回でお顔見る方も居るので、毎回貴重な時間となります 
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●いつも活動ありがとうございます。活動して頂いてるだけで安全して生活ができています。な

かなかお手伝いも会いに行くこともできず、心苦しく思っています。ですが、私達が思っている

事。知りたい事、やりたい事などを活動の中で行って下さって本当にうれしく思っています。い

つもありがとうございます。 

●交流会ひらいてくれてありがとう 

●いつも大変お世話になっております。倉敷市でもイベントをしてくれるとありがたいです。 

●岡山での交流会は初めての参加でしたが、とても充実し、色々なお話もきけてよかったです。

本日はありがとうございました。また参加したいと思います。 

●続けてがんばって下さい 

●いつもありがとうございます、お役に立てる事があれば参加するようにします！ 

●長い間、私たち避難者に寄りそって活動を続けて頂きとてもありがたいです。運営は年々難し

くなると思いますが、今回の交流会など続けていただけたらと思います 

●これからも継続よろしくお願いします 

●いつもニュースレターをありがとうございます。 

 

避難先で安心して暮らし、生活再建に役立ったことや得られたこと 
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